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血球分類 (DIFF), CD4/CD8比, Th1/Th2比, CD4＋
CD25＋T細胞比率 (％),制御性 T細胞 (Treg)％を測定
した.統計解析は, Studentの対応のある t検定を用い, p
値 0.05未満を有意とした.【結 果】 対象者 21名をア
レルギー群 (A群 ;13名)と健常群 (C群 ;8名)に分け
て比較した. CBC, DIFF, CD4/CD8比および Th1/Th2
比は,いずれの群も転居前後で有意差を認めなかった.
一方,A群における CD4＋CD25＋T％の平均値 (95％C.
I.) は転居後に有意に低下した (転居前 ;15.52 (12.13

























の結果,出芽酵母では 0.1 mM～0.5 mM,分裂酵母では 0.
03 mM～0.1 mMの LAS濃度でそれぞれ増殖を阻害し
た.界面活性剤は生体膜に影響を与えるので,種々の膜
脂質合成変異株に対する感受性を調べたところエルゴス





る 0.025 mM～0.1 mMにおいて感受性を示した.とこ
ろが,変異株のドデシル硫酸ナトリウム (SDS)に対する
感受性を調べたところ, 全て感受性変異株は SDS0.05
 
mMでも完全に発育し,野生株と比較して感受性の変化
が見られなかった. この結果から, 感受性変異株では
LASに対する特異的な標的に変化が起きていることが
考えられた.今後,感受性に関与する遺伝子グループを
分子遺伝学的方法により整理して,更にそれらの遺伝子
のクローニングを行う予定である.
467
